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昭 和 4 3 年 3  j J
学 会 等 に お け る 活 動
昭 和 5 9 午 5  珂
平 成 2 年 1 0 月
平 成 3 年 1 0 月
法 学 修 士  C 京 都 大 学 )
平 成 4 年 5 ナ 」
( 役 職 等 )
日 本 法 社 会 学 会 肱 * 印 召 和 6 2 年 5 打 ま で )
日 本 犯 罪 社 会 学 会 仰 * ( 平 成 1 1 年 1 0 月 ま で )
日 木 学 術 会 議 刑 事 法 学 研 究 連 絡 委 貝 会 委 員 悼 孚 I D  ( 3 期 ・ 平 成 1 2 年 9 月
ま で )
日 本 学 術 会 議 か ら 「 怯 と 社 会 学 会 1  午 次 大 会 ( フ ィ ラ デ ル フ ィ ア ) に 代 表
派 逃
日 本 犯 罪 社 会 学 会 常 任 理 事 ( 平 成 Ⅱ 年 1 0 月 ま で )
日 本 刑 法 学 会 理 事 ( 現 在 に 至 る )
民 主 主 鞍 科 学 者 協 会 法 律 部 会 韓 * い r 成 Ⅱ 年 1 0 月 ま で )
学 術 審 議 会 ・ 専 門 委 員 ( 利 @ 1 費 分 科 会 ・ 第 1 段 密 沓 )
日 本 犯 罪 社 会 学 会 第 2 4 回 人 会 実 行 委 員 長
日 本 学 術 会 議 か ら 「 ア メ リ カ 犯 罪 学 会 」  4 9 回 人 会 ( サ ン デ ィ エ ゴ ) に 代 表
派 込
学 術 審 議 会 ・ 専 門 委 員  q ヰ 研 賢 分 科 会 ・ 第 2 段 密 杏 )
Π 本 犯 罪 社 会 学 会 ・ 編 集 委 員 会 査 読 委 員 ( 平 成 1 4 年 1 0 門 ま で )
日 本 学 術 会 議 か ら 「 ア メ リ カ 犯 罪 学 会 」  5 1 回 入 会 ( ト ロ ン ト ) に 代 表 派 造
日 木 刑 怯 学 会 ' 常 任 理 * ( 平 成 1 5 年 5 1 ほ で )
日 本 刑 法 学 会 第 7 9 回 大 会 突 行 委 員 長
大 学 評 価 ・ 学 位 授 上 i ・ 雛 構 , 研 究 評 価 怯 学 系 専 門 蚕 員 ・ 刑 事 法 部 会 副 査 ( 平
成 1 5 年 3 月 ま で )
日 本 犯 罪 社 会 学 会 理 事 ( 現 在 に 至 る )
民 主 主 義 利 ・ 学 者 恊 会 法 徒 部 会 幹 芋 ( 平 成 1 7 年 1 0 1 ] ま で )
法 と 心 理 学 会 第 4 回 大 会 実 行 委 貝 長
H 本 犯 罪 社 会 学 会 ・ 奨 励 賞 密 査 委 員 長 ( 平 成 1 8 年 1 0 月 ま で )
日 本 学 徐 釧 長 興 会 ・ 寺 門 委 員
平 成  5 年 1 0 上 」
平 成 6 午 5 月
平 成 8  圷 1 0 月
平 成 9 年 1 月
平 成 9 年 1 0 月
〒 成 9 年 Ⅱ 月
平 成 1 1 年  l j ・ ]
平 成 U 年 1 0 月
平 成 Ⅱ 年 Ⅱ 月
平 成 1 2 年 5 月
平 成 1 3 年 5 月
平 成 1 3 年 9 月
平 成 1 4 年 1 0 月
平 成 1 4 午 1 0 月
平 成 1 5 年 1 0 月
平 成 1 6 年 1 0 月
平 成 1 6 午  8 月
社 会 に お け る 活 動
平 成 1 3 年 4 月
平 成 1 6 年 4 月
怯 務 省 矯 正 研 修 所 仙 台 支 所 講 師 σ 児 在 に 至 る )






著 書 ・ 編 書 ( 共 著 書 等 含 む )
編 者 書
1 . 『 国 家 秘 密 法 制 の 研 究 』  a 9 8 7 年 , 日 本 訶 弔 兪 社 ) 【 単 著 】
2 . 『 少 年 社 H 肝 究 1 : 適 正 手 続 と 誤 判 救 済 』 ( 1 9 9 7 年 . 成 文 堂 ) 【 単 著 】
3 . 殊 怠 批 判 ・ 国 家 機 密 1 却  a 9 8 5 午 , 法 律 文 化 社 ) 【 共 編 著 中 山 研 一 】
4 . 『 現 代 刑 法 学 原 論 〔 総 論 〕 改 訂 版 』 ( 1 9 釘 年 . 三 省 堂 ) 【 共 編 著 刑 法 理 論 研 究 会 】
5 . 『 経 済 刑 法 入 門 』 ( 1 9 兜 年 , 成 文 堂 ) { 共 編 著 中 山 研 一 , 神 山 敏 郷 日
6 . 肝 1 1 法 総 論 』 ( 1 9 船 年 , 青 林 書 院 ) 【 共 著 浅 田 和 茂 ほ か 】
フ . 殊 登 斉 刑 法 入 円 ・ 第 2 " 励 ( 1 9 9 4 年 , 成 文 堂 ) 【 共 編 著 中 山 研 一 , 神 【 _ Ⅱ 敏 雄 J
8 . 肝 1 」 法 各 論 』 ( 1 9 9 5 年 , 青 林 1 祁 知 【 共 著 浅 田 和 茂 ほ か 】
9 . 『 現 代 刑 法 学 原 論 〔 総 論 〕 第 3 片 励  a 9 9 6 年 . 二 t 省 堂 ) 【 共 編 著 刑 法 理 論 研 究 会 】
1 0 . 『 中 山 研 一 先 生 古 希 祝 賀 論 文 集 第 2 巻 ・ 経 済 と 刑 法 』 ( 1 9 9 7 年 . 成 文 堂 ) 【 共 編




1 1 . 『 刑 法 総 論 〔 改 訂 版 〕 』  a 9 9 7 午 . 青 林 書 院 ) 【 共 著 浅 田 和 茂 ほ か 】
1 2 . 『 少 年 司 法 と 適 正 手 続 』 ( 1 9 9 8 年 、 成 文 堂 ) 印 絲 稀 著 澤 登 俊 ι 幻
1 3 . 『 ち ょ っ と 待 っ て 少 年 法 「 改 正 」 』 ( 1 9 明 年 , 日 本 字 晞 命 社 ) 【 共 著 団 藤 重 光 , 村
井 敏 邦 ほ か 】
1 4 . 『 経 済 升 嚇 去 入 門 ・ 第 3 版 』 ( 1 9 9 9 作 ・ 成 文 堂 ) 【 共 編 著 中 山 研 一 , 柿 山 敏 雛 】
1 5 . 畊 嚇 去 各 論 ( 補 正 版 ) 』 ( 2 0 0 0 年 , 青 林 書 院 ) 【 共 著 浅 田 和 茂 ほ か 】
1 6 . 『 「 改 正 」 少 年 法 を 批 判 す る 』 ( 2 0 0 1 年 , 日 本 評 論 社 ) 【 共 著 団 藤 重 光 . 村 井 敏 邦
ほ か 】






























現 代 人 文 社 編 集 部 編 『 盗 聴 法 が や っ て く る 』 ( 1 9 9 7 年 , 現 代 人 文 社 ) ( 「 ア メ リ カ
は 盗 聴 を 拡 大 し た か 」 )
佐 藤 進 = 桑 原 洋 子 監 修 / 桑 原 洋 子 = 田 村 和 之 編 『 実 務 注 釈 ・ 児 童 福 祉 法 』 ( 1 9 9 8
年 , 信 1 1 ヰ ■ ( Ⅱ 「 2 7 条 の  2 」 )
阿 部 純 二 編 『 基 本 法 コ ン メ ン タ ー ル ・ 改 正 刑 法 ( 第 2 版 ) 』 ( 1 9 9 9 年 , 日 本 評 論
社 )  d 第 5 章 公 務 の 執 行 を 妨 害 す る 罪 D
佐 々 木 史 朗 編 『 判 例 絲 済 刑 法 大 系 第 1 巻 商 法 罰 則 ・ 証 券 取 引 法 』 ( 2 0 0 0 年 , 日
木 評 論 社 ) σ 第 2 節 会 社 財 産 を 危 う く す る 罪 D
巾 川 祐 夫 編 『 刑 法 2  〔 各 論 〕 』 ( 2 0 0 1 年 , 八 千 代 出 版 ) ( 「 第 6 章 財 産 に 対 す る
犯 罪 第 1 節 ~ 第 3 節 D
阿 剖 絲 屯 二 編 『 基 本 法 コ ン メ ン タ ー ル ・ 改 正 刑 法 ( 第 2 版 補 訂 版 ) 』 ( 2 0 0 2 年 , 日






Π 調 査 報 告 書 ( 科 研 費 報 告 書 な ど )
科 学 研 究 費 成 果 報 告 書
1 . 斉 藤 豊 治 編 『 災 害 と 犯 罪 一 阪 神 大 震 災 後 の 犯 罪 被 害 の 実 態 と 人 々 の 不 安 兎 勺 ( 某
盤 研 究 B  ( 1 ) ) ( 2 0 0 1 年 )
2 . 斉 藤 豊 治 編 『 少 年 司 法 に お け る 検 察 官 の 役 割 』 ( 基 盤 研 究 B  a ) ) ( 2 0 0 5 年 )
3 . 前 野 育 三 編 『 少 年 司 法 の 雁 史 的 発 達 に 関 す る 先 進 諸 外 国 と の 比 較 研 究 』 ( 基 盤 研
究 A ) ( 2 0 0 5 年 )
そ の 他
4 . 日 本 弁 護 士 連 合 会 少 年 法 「 改 正 」 対 策 本 部 『 ニ ュ ー ヨ ー ク 市 の 少 年 司 法 と 学 校
教 育 ー ア メ リ カ 視 察 報 告 』 ( 1 9 9 1 年 )
5 . 甲 南 大 学 総 合 研 究 所 叢 書 3 0 号 『 生 命 の 概 念 に 関 す る 研 究 』 ( 1 9 9 3 午 )
6 . 東 京 弁 護 t 会 ・ 第 一 東 京 弁 護 士 会 ・ 第 三 東 京 弁 護 士 会 『 ( 速 記 録 ) 調 布 駅 前 事 件
検 討 会 』 「 問 題 提 起 」 ( 1 9 9 4 年 )
フ , 潮 海 ・ 吃 隹 編 『 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 と 法 』 ( 1 9 釘 年 , 甲 南 大 学 震 災 調 査 委 員 会 )
































1 0 ' 「 宮 内 仟 1 1 事 法 学 が 残 し た も の 」 法 の 利 ・ 学 5 ・ 号 ( 1 9 7 7 年 )
1 1 . 「 少 年 の 『 権 不 1 " と し て の 処 遇 」 関 西 非 行 問 題 研 究 3 ・ 牙 ( 1 9 7 8 年 )
1 2 . 「 ア メ リ カ 合 衆 国 に お け る 少 年 矯 正 の 動 向 」 少 年 補 導 2 7 3 ・ 号 ( 1 9 7 8 午 )
1 3 . 「 日 本 の 機 密 保 護 法 制 」 怯 律 時 蝦 5 1 巻 1 0 号 ( 1 9 7 9 年 )
1 4 . " c a u s a t i o n  i n  c r i n 〕 i n a 1 1 a w :  T h e 0 1 ' i e s  a n d  p r a c t i c e  i n  J a p a n l ! 甲 南 1 去 学 2 2 巻  1 .
2  ・  3  ・  4 ・ 号 ( 1 9 8 2 年 )
1 5 . 「 夘 」 法 改 正 と 機 密 保 護 」 法 律 時 報 5 4 巻 5 ・ 月 ( 1 9 8 2 q り
1 6 . 「 保 安 処 分 を め ぐ る 法 意 識 」 日 本 法 社 会 学 会 ・ 編 昭 涜 法 意 識 の 研 究 』  a 9 8 4 年 )
1 7 . 「 少 午 の 処 遇 を 受 け る 権 利 ー ア メ リ カ 合 衆 国 に お け る 現 状 一 j  関 西 非 行 問 題 研 究
d 9 8 5 午 )
1 8 . 「 国 家 機 裕 法 案 ( ス パ イ 等 防 止 法 案 ) の 構 造 と 陛 格 」 法 律 時 軒 而 7 巻 1 2 号 ( 1 9 8 5 午 )
1 9 . " T h e  J a p a n e s e  ] u v e n i l e  L a w  a n d  A m e n d m e n 1 1 S s u e s " 甲 南 i 去 学 2 6 巻  2 . 3  号
( 1 9 8 6 年 )
2 0 . 「 少 年 審 判 の 牙 割 犬 」 法 の 科 学 1 4 号 ( 1 9 8 6 年 )
5
2 1 . 「 国 家 機 密 法 案 と 治 安 法 制 の 再 編 成 」 法 と 民 主 主 義 2 備 号  a 9 8 6 午 )
2 2 . 耶 方 衛 秘 密 法 案 ( 国 家 機 密 法 修 正 案 ) の 逐 条 的 検 討 」 法 と 民 主 主 義 2 1 6 号  a 9 釘
年 )
2 3 .  1 1 S u b s t i t u l e  p r i s o n :  A  H o t b e d  o f  F a l s e  c r i m i n a l  c h ω ' g e s  i n  . 1 a p a n 1 1 ,  K o n a n  J o u r n a l
O f s o d a l s d e n c e s v 0 1 2  a 9 8 8 〕
2 4 . 陣 丕 微 な 交 通 少 年 保 護 事 件 に お け る 誤 判 と 適 正 手 続 」 甲 南 法 学 2 9 巻 2 号 ( 1 9 8 9 年 )
2 5 . 「 u A / A B A の 『 少 年 司 法 規 準 』 」 甲 南 法 学 2 9 巻 3  ・  4 号 ( 1 9 8 9 年 )
2 6 . 「 東 芝 機 械 コ コ ム 違 反 事 件 と 外 為 法 改 正 』 犯 罪 と 刑 ( 糊  6 、 号 ( 1 9 8 9 年 )
2 7 . 「 少 午 法 の 『 再 審 』 に 関 す る 覚 書 」 石 松 竹 雄 判 事 退 官 記 念 『 刑 事 裁 判 の 復 皿 U













33"substitute prison: A Hotbed of False criminal charges in Japanl!, Northern
Kenlucky Law Reviewv01.18 N03 江991〕
P営業秘密と刑亊法一序論的老察一」刑法雑砧32巻1号(1991年)
"preventive Detention inJapan"甲南法学31巻 3 ・ 4 号(1991年)
「少年司法と国際準則」犯罪と非行90号(1991年)
「中教授の共謀共同正犯論」中義勝教授古稀祝賀『刑法理論の探究』(1992年)
"prevenlive Detention in Japan11, stanislaw Frankowski & Helene cook (eds.)






IrJuvenile Delinquency inJapan in the 1980S'1, Eurocrimin010gy 5 ・ 6 〔199部
「少年事件における身柄の拘束一貝塚ビニールハウス事件を素材にしてー」甲南














「 先 ゛ 品 技 術 の 国 際 的 移 転 と 秘 密 保 護 法 制 一 1 9 8 0 年 代 に お け る 国 家 秘 密 法 案 の ・ 一 側
面 」 吉 川 経 夫 先 牛 古 稀 祝 賀 論 文 集 『 刑 事 法 学 の 歴 史 と 課 題 』 ( 1 9 9 4 年 . 法 律 文 化
社 )
旺 越 台 倫 却 ・ 公 務 倫 理 と 刑 事 法 」 犯 罪 と 刑 罰 1 0 号 ( 1 的 4 年 )
「 未 決 の 被 拘 禁 者 の 人 権 と 国 際 準 則 1  刑 法 雑 誌 3 3 巻 3 ・ 号 ( 1 9 9 4 午 )
「 刑 法 改 正 と 現 代 用 語 化 」 法 律 時 報 6 6 巻 Ⅱ 号 ( 1 9 9 4 同
「 外 為 法 の 経 済 外 的 規 制 一 東 芝 機 械 事 件 か ら 1 9 9 1 年 夏 ま で ー 」 甲 南 法 学 3 5 巻 1 号
a 9 9 4 年 )
" J A P A N E S E  R E S P O N S E T O  T H E  N E W F O R M S  O F  C 則 M E  :  c r i m e a n d J u s t i c e
i n  t h e  E r a  o f G l o b a r i z a t i o n " 甲 南 法 学 3 5 巻  2  号  a 鯛 凖 1 り
「 ウ ィ リ ア ム ・ ペ ン 」 風 早 . 八 十 三 先 生 追 悼 論 文 朱 『 啓 蒙 思 想 と 刑 事 法 』  a 9 9 5 年 ,
頸 草 書 房 )
「 『 調 布 1 駅 南 口 事 件 』 が 問 い か け る も の 一 学 者 の 立 場 か ら ー 」 自 由 と 正 義 4 6 巻  1
号  a 9 9 5 年 )
「 少 年 司 法 と 適 正 手 続 j  法 律 時 縦 6 7 巻 7 号 ( 1 9 9 5 年 )
晴 周 布 駅 前 事 件 と 少 年 司 法 の ゆ く え 」 法 律 時 桜 6 7 巻 9  号  a 9 9 5 年 )
「 い じ め の 不 可 視 性 と 少 年 司 怯 の 限 界 」 犯 罪 社 会 学 研 究 2 0 号 ( 1 9 9 5 年 )
「 少 年 審 判 手 続 と 二 重 の 危 険 」 井 戸 田 侃 編 , 佐 伯 千 仭 先 生 夲 寿 祝 賀 論 文 集 畔 斤 ・
生 き て い る 刑 事 訴 訟 法 』 ( 1 9 9 7 年 , 成 文 堂 )
「 ア メ リ カ に お け る 少 年 の 死 刑 と 子 ど も の 権 利 条 約 」 大 阪 弁 護 士 会 ・ 少 年 保 護 対
策 特 別 委 員 会 編 『 子 ど も の 権 利 条 約 は 子 ど も の 環 境 を 変 え る か ? 一 子 ど も の 権
利 条 約 の 国 内 実 施 』 ( 1 9 釘 年 , 大 阪 弁 護 士 会 )
「 親 族 相 盗 等 に 関 す る 考 察 」 『 西 原 春 夫 先 生 古 稀 祝 賀 論 文 集 ・ 第 3 巻 』  d 9 9 8 年 ,
成 文 堂 )
「 ア メ リ カ は 盗 聴 を 拡 大 し た か ー ア メ リ カ の テ ロ 対 策 法 一 」 法 学 セ ミ ナ ー 5 0 7 号
( 1 9 9 7 年 )





















65."1'egal Response to Nds in Japanl!, stanislaw Frankowsld ed., Legal Response to




69. 11Fingerprintlng under lhe Nien Regislation Law ofJapan: stl'uggle {or its Liberal










75."Fingel'printing unda' 1he Alien Regislation Law of Jal〕an: sh'uggle for lts





7 9 . 「 少 年 司 法 改 革 の 諸 闇 題 一 企 画 の 趣 旨 」 刑 法 雑 誌 3 9 巻 3 号 ( 2 0 0 0 年 )
8 0 . 「 少 年 密 判 の 1 ' 造 と 検 察 官 の 関 与 ・ 」 『 光 藤 景 皎 先 牛 古 1 示 お 江 罪 兪 文 集 下 巻 』 ( 2 0 0 1
午 , 成 文 堂 )
8 1 . 「 犯 罪 被 害 者 を め ぐ る 立 法 と 政 策 」 法 学 セ ミ ナ ー 5 5 6 号 ( 2 0 0 1 年 )
8 2 . 「 少 年 法 改 正 の 意 味 す る も の ー バ ラ ン ス の と れ た ア プ ロ ー チ の 必 要 」 法 律 時 報 7 3
巻  2  号 ( 2 0 0 1 年 )
8 3 . 「 消 費 者 保 護 と 経 済 刑 祉 U  現 代 刑 事 法 3 0 号 ( 2 0 0 1 午 )
8 4 . 「 少 年 法 改 正 と 付 添 人 活 動 」 『 平 ■ 戈 1 3 午 度 版 日 弁 連 研 修 叢 書 現 代 法 律 実 務 の
諸 問 題 』 ( 2 0 0 2 年 , 日 本 弁 護 士 連 合 会 )
8 5 . 「 刑 事 法 お よ び 刑 事 法 学 の 過 去 ・ 現 在 ・ 近 ボ 来 」 犯 罪 と 刑 罰 1 5 号 ( 2 0 0 2 年 )
8 6 . 「 阪 神 大 震 災 と 犯 罪 問 題 j  刑 法 雑 誌 4 2 巻 1 号 ( 2 0 0 2 年 )
8 7 . " p r i v a t e  c o m m e r d a l B r i b e r y h w s i n J a p a n " 甲 南 法 学 4 2 巻  3  ・  4  号 ( 2 0 0 2 年 )
8 8 . 「 阪 神 大 震 災 後 の 詐 欺 及 び 悪 質 商 法 」 西 村 春 夫 先 生 古 稀 祝 賀 論 文 集 略 E 罪 の 被 害
と そ の 修 復 』 ( 2 0 0 2 年 , 敬 文 堂 )
8 9 . 「 近 年 の 不 法 領 得 の 意 思 論 j  齊 藤 誠 二 先 生 古 稀 記 念 論 文 集 『 刑 事 法 学 の 現 実 と 展
開 』 ( 2 0 脇 年 , 信 山 社 )
9
9 0 . 瑁 兪 争 ・ 刑 号 藷 斥 訟 法 少 年 審 判 と 刑 事 裁 判 の 関 係 」 法 学 セ ミ ナ ー 5 8 2 号 ( 2 0 0 3 年 )
9 1 . 「 少 年 法 の 運 用 に 関 す る 所 見 」 現 代 刑 事 法 5 2 号 ( 2 0 船 年 )
兜 . 「 少 年 司 法 の 歴 史 と サ イ ク ル 」 阿 部 純 三 先 生 占 稀 記 念 論 文 集 『 刑 出 法 学 の 現 代 的
課 題 』 ( 2 0 0 4 年 , 第 一 法 規 )
9 3 . 「 改 正 少 年 法 と そ の 運 用 」 犯 罪 と 非 行 江 3 9 号 ( 2 0 0 4 年 )
9 4 . " p r i v a t e  c o m m a ' c i a l  B r i b e r y :  A  c o n 〕 p a r i s o n  o f  N a t i o n a l  a n d  s u p e r n a l i o n a l  k g a l
S t r u c t u r e : J a p a n " ,  G u e n t e r  H e i n e /  B a r b a r a  H i i b e r /  T h o m a s  o .  R o s e  ( e d s . )
( 2 0 0 3 , 1 C C : T h e  w o r l d  B u s i n e s s  o r g a n i z a t i o n )





























1 1 1 . 「 不 動 産 侵 奪 罪 」 『 別 冊 ジ ュ リ ス ト ・ 刑 法 判 例 百 選 Ⅱ 各 論 〔 第 四 版 〕 』  a 9 9 7 年 )
1 1 2 . 「 少 年 保 護 * 件 と 不 利 益 変 更 禁 止 の 原 則 」 別 冊 ジ ュ リ ス ト ・ 平 成 8 年 度 重 要 半 1 1 例
解 説 ( 1 9 9 7 年 )
1 1 3 . 「 社 会 訓 査 段 階 に お け る 黙 秘 権 」 『 別 冊 ジ ュ リ ス ト ・ 少 年 法 判 例 百 選 』  a 9 9 8 年 )
Ⅱ 4 . 「 不 動 産 侵 奪 罪 に お け る 不 動 産 の 『 占 有 』 と 『 侵 奪 』 の 意 義 」 別 冊 ジ ュ リ ス ト ・
平 成 1 1 年 度 重 要 判 例 解 説 ( 2 0 0 併 肖
I V . 口 頭 発 表 ( 学 会 報 告 な ど )
1 . 日 本 法 社 会 学 会 「 現 代 福 祉 国 家 論 と 治 安 刑 法 」 ( 1 9 6 8 年 5 月 ) ( 金 沢 大 学 )
2 . 日 本 刑 法 学 会 「 国 家 機 密 の 刑 法 的 保 護 と 秘 密 性 の 立 証 」 ( 1 9 7 3 年 ) 神 戸 市
3 . 日 本 法 社 会 学 会 ・ シ ン ポ ジ ウ ム 「 法 意 識 を め ぐ る 諸 問 題 一 保 安 処 分 を め ぐ る 法 意
識 」 ( 1 9 8 3 年 ) ( 慶 應 義 塾 大 学 )
4 . 民 利 ・ 法 律 部 会 「 少 年 審 判 の 現 状 」 ( 1 9 8 5 年 1 0 月 ) ( 立 命 館 大 学 )
5 . 日 本 刑 法 学 会 ・ 共 同 研 究 「 邦 道 と 刑 事 法 一 国 家 秘 密 と 帳 道 」 ( 1 9 8 6 年 ) ( 学 習 院
大 学 )
1 1
6 .  A l n e r i c a n  s o c i e t y  o f  c r i m i n 0 1 0 g y  ( ア メ リ カ ぢ 巳 罪 学 会 ) " s u b s t i t u t e  p r i s o n :  A
H o t b e d  o f F a l s e  c r i m i n a l c h a r g e s i n J a p a n " , ( 1 9 8 8 年 U 月 ) シ カ ゴ
フ . 日 本 刑 法 学 会 ・ 分 利 ・ 会 「 少 作 司 法 の 総 合 的 検 討 一 少 年 審 判 と 適 正 手 続 」 ( 1 9 9 2 年 )
( 獨 協 大 学 )
8 . 日 本 法 社 会 学 会 ・ シ ン ポ ジ ウ ム は 女 阿 の 現 状 と 研 究 課 題 一 刑 事 裁 判 の 分 野 か ら 」
a 9 8 9 年 5 月 ) ( 立 教 大 学 )
9 . 1 n t e r n a l i o a l  s o d e l y  o f  c r i m i n 0 1 0 g y  ( 国 際 ぢ 巳 罪 学 会 ) " F i n g e r p r i n t i n g  u n d e r  l h e
N i e n  R e g i s t r a t i o n  L a w o u a p a n "  a 9 9 3 年 8 月 ) ブ タ ペ ス ト
1 0 .  L a w  a n d  s o d e l y  A s s o c i a t i o n  q 去 と 社 会 学 会 ) " J u v e n Ⅱ e  D e l i n q u e n c y  i n  J a p a n  i n
t h e 1 9 8 0 S "  d 9 9 2 年 5 月 ) フ ィ ラ デ ル フ ィ ア





14. Alnerican sodely of crinlin010gy (アメリカぢ巳,1ざ戸1弐) 11Finga'printing under
11〕e Nien Registr飢ion Law ofJapan: slruggle tor lts Liberal Reform"(1997年U
月)シカゴ
15.1nt田・natioal sociely of crimin010gy (国1際IE,、E学tユ0 "Juvel]Ⅱe Justice Reform
Toward 血e punilive andToughAPPI'oach"(1998年8月)ソウル
16.1nternatioal society of crimin010gy (国 f祭ぢE号1学会)"unavoidable and






19. xth lnternational sylnposi山刀ⅡPrevenlion of crime victlmization aftel' the
Hanshin・Awaji Great Earlhquake"(2000年8月)モントリオール











日 本 犯 罪 社 会 学 会 ・ 自 由 報 告 「 阪 神 大 震 災 と 犯 罪 問 題 ④ : 地 域 の 特 徴 と 自 警 活
動 」 ( 2 0 船 年 1 0 月 )  q 啼 卵 国 際 大 学 )
Π 本 犯 罪 社 会 学 会 ・ 自 由 報 告 「 少 作 司 法 の 歴 史 と サ イ ク ル 」 ( 2 0 0 4 年 1 0 月 )
日 本 刑 法 学 会 ・ 分 利 ・ 会 「 過 乗 咽 又 容 時 代 の 刑 事 政 策 一 企 画 の 趣 旨 」 ( 2 0 0 5 年 6 月 )
( 北 海 道 大 学 )
日 本 犯 罪 社 会 学 会 ・ シ ン ポ ジ ウ ム 「 少 年 法 改 正 一 事 実 に 基 づ く 検 証 」 ( 2 0 0 5 年 1 0





圭 き 平 . 紹 介
評
" J . G o r e c k i ,  A  T H E O R Y  O F  C R I M I N A L  J U S T I C E ,  X V '  1 8 5 P P . ,  c o l u m b i a
U n i v e r s i w  p r e s s ,  N e w Y o r k , 1 9 7 9 . " 犯 罪 と 非 行 4 7 号  a 9 8 1 年 )
「 < 刑 奇 牙 去 学 の 動 き > 林 美 月 子 『 窃 盗 罪 に お け る 不 法 領 得 の 意 思 に つ い て の ・ 一 老
察 ( 1 × 2 ) ( 3 × 4 ) 完 上 法 律 時 報 5 5 巻 1 0 号  a 9 8 3 年 )
「 く 刑 事 法 学 の 動 き > 井 上 正 治 博 士 還 暦 祝 賀 『 刑 事 法 学 の 諸 相 ( 上 ) 』 」 法 律 時 報 5 6
巻 1 2 号  a 9 8 4 年 )
「 令 司 法 労 倒 絲 且 合 編 『 家 庭 少 午 審 判 部 上 法 学 セ ミ ナ ー 3 6 7 号 ( 1 9 8 5 年 )
「 < 刑 事 法 学 の 動 き > 『 団 腰 重 光 貯 士 古 稀 祝 賀 論 文 集 ( そ の 1 ) 上 法 律 時 蝦 認 巻 4
号 ( 1 9 8 6 年 )
「 く 刑 事 法 学 の 動 き > 『 団 藤 重 光 博 士 古 稀 祝 賀 論 文 集 ( そ の 2 ) 』 」 法 律 時 報 5 8 巻 6
号  a 9 8 6 年 )
「 < 刑 事 法 学 の 動 き > 多 田 周 弘 『 少 年 保 護 事 件 に お け る デ ュ ー ・ プ ロ セ ス の 実 現
の た め の 覚 轡 ( 上 ) ( 中 ) ( 下 ) 一 少 年 法 の 実 務 の 論 点 』 」 法 律 時 報 6 1 巻  9  号 ( 1 9 8 9
年 )
「 < 刑 事 法 学 の 動 き > 葛 野 尋 之 畔 皮 疑 少 年 取 調 と 適 正 手 続 保 障 上 法 律 時 報 6 2 巻 1 0
号 ( 1 9 9 0 年 )
「 < 刑 事 法 学 の 動 き > 梅 崎 進 哉 『 主 観 的 構 成 要 件 要 素 の 存 在 と 認 識 一 「 知 情 」 認 定




















































6「 り ヒ ト ア ス ト ・ ス ト ウ ル ム 『 最 近 の 刑 法 改 正 に お け る 基 本 線 』 」 甲 南 法 学 1 9 巻
2  ・  3  ・  4 号 ( 1 9 7 9 年 )
Ⅱ E b e r h a r d  s c h m i d h a u s e r ,  u b e r  d i e  z u e i g u n g s a b s i c h t  a i s  M e l R m a l  d e r
E i g e n t u m s d e l i k t e , i n  F e s t s c h r i 丘  f u r  H a n s ・ J u r g e n  B r u n s  ( 1 9 7 8 ) ,  S 3 4 5 丘 . " , 甲 南 法
学 2 1 巻  1  ・  2  号 ( 1 9 8 0 年 )
「 合 衆 国 連 邦 刑 法 典 改 正 に 関 す る 文 献 紹 介 ( ・ ー ) 」 警 察 研 究 5 3 巻 7 ・ 弓  a 9 8 2 年 )
「 ア ラ ン ・  M  ・ デ ー シ ョ ウ ィ ッ ッ 『 序 言 一 刑 法 改 正 案 の 評 価 上 警 察 研 究 5 3 巻 7
号 ( 1 9 8 2 年 )
f デ ィ ヴ ィ ド ・ ロ ビ ン ソ ン ・ J r . 『 連 邦 汗 嚇 去 改 正 案 の 責 任 条 項 に 関 す る 若 干 の 老 上
誓 察 研 究 5 3 巻 1 2 号 ( 1 9 8 2 年 )
" s y m p o s i u m  o n  t h e  p o l i c i e s  a n d  L e g a l  T h e o r i e s  u n d e r l y i n g  t h e  p r o p o s e d
F e d e r a l  c r i m i n a l c o d e , "  7 2  J .  C N M . 上 . &  C N M I N O L O G Y  3 8 1 - 6 3 0  ( 1 9 8 1 ) ' , ア
メ リ カ 法 1 9 8 3 年 1 ・ 号  a 9 8 3 年 )
「 ジ ョ ン ・ ブ レ イ ス ウ エ ト 『 強 制 的 自 主 規 制 一 会 社 犯 罪 抑 制 の た め の 新 し い 方
策 』 会 社 犯 罪 及 び 組 織 体 犯 罪 に 関 す る 諸 論 文 の 紹 介 ( 四 ) 」 警 察 研 究 5 4 巻 1 0 号
( 1 9 8 3 年 )
「 ド ン ・  C  ・ ギ ボ ン ズ = ゼ ラ ル ド ・  F  ・ ブ レ イ ク 『 少 年 に 対 す る デ ィ バ ー ジ ョ ン
プ ロ グ ラ ム の 効 果 の 測 定 . 甲 南 法 学 2 4 巻 2 号  a 9 8 4 年 )
「 り チ ャ ー ド ・  J  ・ ラ ン ド マ ン 『 デ ィ バ ー ジ ョ ン は , 再 犯 を 減 少 さ せ る か 』 」 甲
南 法 学 2 5 巻  1 号 ( 1 9 8 4 年 )
「 ア ン ・ ラ レ イ ソ ン ・ シ ュ ナ イ ダ ー 『 少 年 裁 判 所 の 管 轄 権 か ら の 虞 犯 の 排 除 』 」
甲 南 法 学 2 5 巻  3  ・  4 ・ 号 ( 1 9 8 5 年 )
「 ア メ リ カ 死 刑 制 度 に 関 す る 文 献 の 紹 介 ( ー )  M  ・  E  ・ ウ ォ ル フ ガ ン グ =  M  ・
メ ル ツ ナ ー 『 序 文 上 警 察 研 究 5 6 巻 1 0 号  a 9 8 5 年 )
「 ク リ ス テ ィ ン ・ オ ル ダ ー 『 少 年 の デ ィ バ ー ジ ョ ン に お け る 性 差 別 』 」 甲 南 法 学
2 7 巻  1 号 ( 1 9 8 6 年 )
r M  .  A  . ボ ー ト ナ ー = メ ア リ ー ・  L  ・ サ ン ダ ー ラ ン ド = ラ ス ・ ウ ィ ン 『 人 権











































5「 対 談 ・ 少 年 法 の 課 題 と 未 来 の 少 年 司 法 像 」 葛 野 尋 之 編 『 「 改 正 」 少 年 法 を 検 証
す る 一 事 件 と ケ ー ス か ら 読 み 解 く 』 ( 2 0 0 4 年 , 日 本 評 論 社 ) 〔 村 井 敏 邦 と 対 i 知
「 特 集 改 正 少 年 法 の 運 用 実 態 と そ の 法 的 問 題 ー コ メ ン ト j  刑 法 雑 誌 U 巻 1
、 ら '
( 2 0 0 4 年 )
6
7
「 キ ム 報 告 に 対 す る コ メ ン ト 」 辻 村 み よ 子 = 山 元 ・ 一 編 『 ジ ェ ン ダ ー 法 学 ・ 政 治 学
の 可 能 性 』 ( 2 0 備 年 . 東 北 大 学 出 版 会 )
8
「 少 年 法 分 利 ・ 会 の コ メ ン ト 」 『 全 国 裁 判 官 懇 話 会 3 0 年 の 軌 跡 : 自 立 す る 菟 』 ( 2 0 備
年 , 判 例 時 帳 社 )
V I . 解 説 ・ 評 論 等 俳 斤 聞 ・ 広 報 誌 等 で の 解 説 記 事 , 事 典 の 執 筆 等 )
1 . 「 ア メ リ カ に な ら っ て 少 年 犯 罪 に 厳 罰 で 臨 む の は 愚 か で あ る 」 『 日 本 の 論 点 四 9 』
( 1 9 9 8 年 , 文 藝 春 秋 社 )
2 . 「 研 究 連 絡 委 員 会 の 活 動 か ら 死 刑 制 度 の ゆ く え 」 学 術 の 動 向  3 巻 4 ・ 号 ( 1 9 9 8
年 )
3 . 「 マ ン モ ス の 足 取 り ー ア メ リ カ 犯 罪 学 会 第 四 回 大 会 に 出 席 報 告 」 学 術 の 動 向 3 巻
4  号 ( 1 9 9 8 年 )
新 聞 な ど
4 . 産 経 新 聞 「 イ ト マ ン 公 判 を 闇 い て 一 共 謀 の 立 証 が 烋 点 」  1 9 9 1 年 1 2 月 2 0 日
1 7
5 . 読 売 新 開 「 神 戸 の 連 続 殺 傷 処 分 決 定 」  G 哉 者 座 談 会 ) 1 9 9 7 年 1 0 月 1 9 日
6 .  T h e  D a i l y  Y o m i u r i , 1 1 E x p e r t s :  K o b e  m u r d e r s  0 丘 e l ' 1 e s s o n s  f o r  f a m i l i e S 1 1  0 c t o b e r
2 2 , 1 9 9 7
フ . 読 売 新 聞 「 少 年 司 法 の 見 直 し は 偵 重 に 」 ( 気 流 )  1 9 9 8 年 1 月 2 9 日
8 . 朝 日 新 開 「 少 年 犯 罪 ・ 顔 写 真 や 検 事 調 書 メ デ ィ ア 掲 載 一 厳 罰 主 義 は 解 決 策 に な
ら ぬ 」 ( 文 化 欄 )  1 9 9 8 年 2 月 2 7 日
9 . 朝 日 新 聞 「 少 年 法 厳 罰 化 は 不 毛 の 選 択 」 ( i 彬 櫛  2 0 0 0 年 1 0 月 3 0 日
解 説






























6「 新 入 生 歓 迎 特 集 ・ 学 習 編 法 学 部 困 っ た ら ど ぅ す る 」 ⑬ ゼ ミ ナ ー ル 、 ⑮ 採 点
基 準 ・ 法 学 セ ミ ナ ー 4 3 6 号 ( 1 9 9 1 年 )
「 死 刑 廃 止 を 求 め る 刑 事 法 研 究 者 意 見 集 一 論 争 へ の 誘 い 」 法 学 セ ミ ナ ー 4 6 6 号
( 1 9 9 3 年 )
「 国 際 少 年 裁 判 所 ・ 家 庭 裁 判 所 裁 判 官 恊 会 の 第 ・ 一 四 回 国 際 会 議 に 出 席 し て 」 日 本
弁 護 士 連 合 会 子 ど も の 権 利 委 員 会 『 子 ど も の 権 利 通 信 』 6 6 号 ( 1 9 9 4 年 )
田 本 学 術 会 議 の 活 動 報 告 」 刑 法 雑 誌 3 3 巻 4 号  a 9 9 4 年 )
「 新 た に 重 い 特 別 に 重 い 無 期 刑 を 制 度 化 す る 必 要 は な い 」 佐 伯 千 仭 ・ 団 藤 重 光
平 場 安 治 編 著 『 死 刑 廃 止 を 求 め る 』 ( 1 9 9 4 年 , 日 木 評 論 社 )
甲 南 大 学 法 学 部 編 『 法 学 へ の 道 し る べ 』 「 刑 法 」  a 9 9 5 年 )
「 私 の 研 究 ダ イ ヤ リ ー ー ア メ リ カ 滞 在 記 」 叩 南 学 園 広 帳 5 巻 1 号 ( 1 9 9 7 年 )
「 少 年 法 の 現 在 」 印 南 火 学 図 書 館 1 4 巻 1 号 ( 1 9 9 8 年 )
「 可 能 性 を 汲 み 尽 く し て 一 充 実 し た 学 生 生 活 の た め に 」 甲 南 大 学 父 母 の 会 会 報 9 6
号  a 9 9 8 年 )
「 シ ン ポ ジ ウ ム 『 死 刑 制 度 の ゆ く え 』 刑 法 雑 誌 3 7 巻 2 号 ( 1 9 9 8 年 ) ( 「 日 本 学 術 会
議 報 告 」 )
「 少 年 法 の 思 想 と 現 状 」 季 刊 で ん ぱ つ P h a s e 1 1 8 号 ( 2 0 0 0 年 )
防 セ 立 ち 』 ( 2 0 0 2 年 )
「 c o E  プ ロ グ ラ ム 『 韓 国 視 察 出 張 記 』 」 ジ ェ ン ダ ー 法 ・ 政 策 研 究 セ ン タ ー ・
N e w s  L e l t e r  4  号 ( 2 0 0 4 年 )
「 ア メ リ カ 出 張 帳 告 ア メ リ カ に お け る 女 性 に 対 す る 暴 力 一 A P N の 訪 問 お よ び
A S C  の 報 告 」 ジ ェ ン ダ ー 法 ・ 政 策 研 究 セ ン タ ー ・  N e w s L e 札 e r 6 号 ( 2 0 0 5 年 )
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